
進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和2年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

案内板・情報施設整備事業

平成25年度～令和2年度

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）　文化芸術振興費補助金(日本遺産魅力発信推進事業)　市単独

　重点区域内の建造物等周辺に多賀城市の歴史的風致を示す案内板等をサイン計画に基づき設置し、あわ
せて文化財等の場所において、その歴史を携帯端末等で情報を取得できる施設の整備を実施する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

令和2年度は、八幡街道に景観に配慮した案内サイン及び解説板を設置し、観光客の利便性を図る工事を実施した。

評価軸③-10
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

解説板 案内サイン

多賀城市－13



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和2年度
現在の状況

■実施済
□実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

令和2年度は、貞山運河を活用した沿岸部の震災復興と新たなまちづくりを考えるフォーラムが開催された。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

貞山運河魅力創出事業

平成23年度～令和2年度

市単独

　船の運航事業により、貞山運河及びその周辺の歴史や風土を体感してもらうとともに、土木遺産としての調
査を実施する。また、東日本大震災によって、石積護岸に甚大な被害が生じたため、これらを往時の形に復元
する。

評価軸③-11

貞山運河のフォーラム

多賀城市－14



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和2年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

市単独

　特別史跡内において、小学生等に古来からの備荒作物等の栽培を体験してもらうことにより、多賀城の歴史
及び災害に対する備えについて学んでもらう。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

・城南小学校５年生の児童が、多賀城跡内（舘前地区）で古代米の刈取り体験を通じて多賀城の歴史を学習した。
・城南小学校６年生の児童が、多賀城跡内（大畑地区）で備荒作物である蕎麦の種まきと刈取りの体験を通じて、多賀城
の歴史、災害の歴史について学習した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-12
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

多賀城跡歴史体験学習事業

平成23年度～令和2年度

多賀城市－15



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和2年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

史都多賀城歴史観光講座

平成20年度～

市単独

多賀城市の歴史・文化財・観光についての講座を開催する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　多賀城市の歴史的風致の重要な要素である多賀城碑について、古代東北史を理解するうえでの重要性に加え、歌枕
「壺の碑」として文学史的な側面についても解説し、本市の歴史的風致の特徴を理解してもらう内容の講座を5回実施し
た。

評価軸③-13
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

多賀城市－16


